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Ｇラインスコープ 
G LINE SCOPE 

管内カメラ 

50/60Hz・AC100V

 GLS1616 取扱説明書 

購入年月：       年     月 

お買上げ店名： 

－お願い－ 
● この取扱説明書はお使いになる方に必ず

お渡し下さい。 
● 安全に能率よくお使いいただくため、ご使

用前に必ずこの取扱説明書を最後までよ

くお読みになってください。 
● なお、この取扱説明書は、お使いになる方

が必要なときにいつでも見られるところに

大切に保管してください。 

ご使用前に必ず 
お読み下さい 
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・ 火災、感電、けがなどの事故を未然に防ぐために、次に述べる「安全ご使用いただくため

に」の項目を必ず守ってください。 

・ ご使用前に、この「安全にご使用頂くために」の項目すべてをよくお読みのうえ、指示に

従って正しく使用してください。 

・ この取扱説明書に記載されていること以外の取り扱いをしないでください。 
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 ，    の意味について 

 

この取扱説明書では、注意事項を      と      に区別していますが、それぞ

れ次の意味を表します。 

 

 ： 誤った取り扱いをした時に、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定

される内容を示します。 

 ： 誤った取り扱いをした時に、使用者が傷害を負う可能性が想定される内容

および、物的損害のみが想定される内容を示します。 

なお、「  注意」に記載した事項でも、情況によっては重大な結果に結びつく可能性があり

ます。 

いずれも安全に関わる重要な内容を記載しているので必ず守ってください。 

・ この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、速やかに当社の代理店・販売店にご注文

ください。 

・ 品質・性能向上あるいは安全上、予告なく使用部品や仕様の変更を行う場合があります。

その際には本書の内容および写真・イラストの一部が、製品と一致しない場合があります

ので、あらかじめご了承ください。

警　告 注　意

注　意警　告

警　告

注　意
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安全にご使用いただくために 
 

警　告  
① 異常な臭いがしたり、過熱、発煙した場合は、ただちに電源スイッチを切り、電源コンセ

ントからプラグをぬいてください。バッテリー使用時はバッテリーを外してください。 
・ そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。お買い求めの販売店または弊社営業所に修理を

ご依頼ください。お客様による修理は危険ですので絶対におやめください。 

②画面が映らない、などの故障状態になった場合には、ただちに電源スイッチを切り、電源

コンセントからプラグをぬいてください。バッテリー使用時はバッテリーを外してくださ

い。 
・ そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。お買い求めの販売店または弊社営業所に修理を

ご依頼ください。お客様による修理は危険ですので絶対におやめください。 

③万一、内部に水、異物などが入った場合は、ただちに電源スイッチを切り、電源コンセン

トからプラグをぬいてください。バッテリー使用時はバッテリーを外してください。 
・ そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。お買い求めの販売店または弊社営業所に修理を

ご依頼ください。お客様による修理は危険ですので絶対におやめください。 

④万一、本機を落としたり、筐体を破損した場合は、ただちに電源スイッチを切り、電源コ

ンセントからプラグをぬいてください。バッテリー使用時はバッテリーを外してください。
・ そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。お買い求めの販売店または弊社営業所に修理を

ご依頼ください。お客様による修理は危険ですので絶対におやめください。 

⑤ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 
・ 感電の原因になります。 

⑥お客様ご自身で本機を分解・修理・改造はしないでください。 
・ 故障・誤動作し、事故の原因となります。お買い求めの販売店または弊社営業所に修理をご依頼ください。

⑦ 指定電圧電源（ＡＣ１００Ｖ／バッテリー９．６Ｖ）以外は使用しないでください。 
・ 火災・感電の原因となります。 

⑧引火性のある雰囲気（ガス管検査など）、油煙や湯気が当たるような場所、ほこりの多い場

所での使用や設置はしないでください。 
・ 防爆仕様ではありませんので、引火・爆発・感電・発熱などの原因となります。 

⑨ 本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水の入った容器、または小さな金属

類を置かないでください。 
・ こぼれたり、中に入った場合、火災・感電の原因となります。 

⑩ 本機の開口部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し込んだり、落としたりしないで

ください。 
・ 火災・感電の原因となります。 

⑪ 電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ね

じったり、束ねたり、重い物を乗せたり、加熱したりしないでください。 
・ 電源コードが破損し、火災・感電の原因となります。電源コードが傷んだらお買い求めの販売店または弊社

営業所に修理をご依頼下さい。 

⑫ 本機の裏ぶた、カバーは外さないでください。 
・ 感電の原因となります。内部の点検・調整・修理はお買い求めの販売店または弊社営業所にご依頼ください。

⑬ 雷が鳴りだしたら、本体や電源プラグには触れないでください。 
・ 感電・火災の原因となります。  
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安全にご使用いただくために 
 

警　告  
⑭お手入れの際や長時間本機をご使用にならないときは、安全のため必ずバッテリーを外し、

電源プラグをコンセントから抜いてください。 
・火災・感電の原因となります。 

⑮機器間を接続する場合、電源スイッチが切れていることを確認してください。 
・感電の原因となります。 

⑯電源プラグをコンセントから抜くときは、コードを引っ張らないでください。 
・コードが破損し、火災・感電の原因となります。 

⑰布を掛けたり、他の機器を密着させたりして、本機の通風口をふさがないでください。 

・内部の温度が上がり、火災の原因となります。 

⑱本機や電源コードを熱器具に近付けないでください。 
・やけど、変形の原因になるほか、スイッチや電源コードの被覆がとけて、火災・感電の原因となります。 

⑲お手入れの際は、ベンジン、シンナーなどは使用しないでください。 
・塗装や表示がはげたり変質する原因となります。 

⑳１年に一度程度の機器内部点検を受けてください。 
・異常・故障を発見できずに、火災・事故の原因となります。 

ケーブルの振り出し、巻き取りは乱暴に行わないでください。 
・ケーブルの破損の原因になるほか、ケーブルドラムに手が巻き込まれ、思わぬけがの原因となります。 

コネクタの抜き差しを行う場合、本機の電源が切れていることを確認してください。 
・感電の原因となるほか、思わぬけがの原因となります。 

暑い場所（＋４０℃以上）や直射日光の当たる場所では使用しないでください。 
・内部温度が上昇し、焼損・火災の原因となるほか、ケーブルドラムの巻き枠が変形することがあります。 

移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜き、外部の接

続コードを外してから行ってください。 
・そのままで移動するとコードに傷がつき、火災・感電の原因となります 

ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置かないでください。 
・落ちたり、倒れたりして、けがの原因となります。 

温水配管などで４０℃を超える湯の中には入れないでください。 
・カメラヘッドが高温になると、破損の原因になります。 

寒いところから暖かいところへ持ち込んだ時に、機体の表面が結露したりモニタ画面が曇

る場合があります。 
・そのような場合には使用せずに１時間以上放置して、乾燥するのを待ってください。 

 

21

22

23

24

25

26

27
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ＧラインスコープＧＬＳ１６１６使用上のご注意 
 

警　告  
① カメラヘッドのレンズ側を、太陽や強烈なライトなどに絶対向けないでください。直射光

が入ると撮影素子をいためることになります。 

② カメラヘッドを絶対に分解しないで下さい。カメラヘッドが破損します。 

③ 本機を使用できる温度範囲は、０℃～＋４０℃です。この範囲をこえてご使用にならない

ようお願いします。特に、夏場の直射日光下でのご使用時は、作業が長時間となりますと

非常に高温になり、機器の寿命を縮める原因となります。日陰に置くなどして、出来るだ

け温度が上昇しないよう心がけてください。 

④ パイプのエルボ部通過時にカメラヘッドが引っかかった場合には、無理に押したり引いた

りせず、カメラケーブルをねじりながら徐々に押す（引く）ようにして下さい。 

ケーブル接続部が損傷する場合があります。 

⑤ 本機が故障した場合にはお客様ご自身で修理せず、必ずお買い求めの販売店または弊社営

業所までご連絡下さい。 

⑥ 映像入力端子は、ピンジャックの抜き差しにより、液晶画面の映像が切り替わるようにな

っています。 

必要なとき以外は、映像入力端子にコネクタを接続しないようにしてください。 

（コネクタのみ接続した場合、液晶画面に画像が表示されなくなります） 

⑦ 液晶モニタは低温で使用すると暗くなりますが異常ではありません。しばらく電源を入れ

た状態でウォームアップしてください。 

なお、低温で繰り返し使用しますと、液晶モニタの寿命が縮むことがあります。 

⑧ 夏期の暑い日など、本機を直射日光が当たる車内に放置すると、ケーブルドラムが変形す

ることがあります。（ケーブルドラムは本体温度が６０℃以上になると、変形することが

あります。） 

車内に放置する場合には、必ず箱に入れるかカバーを掛けるようにしてください。 

⑨ 本機の充電機能を使用する場合には、直射日光当たらない涼しい場所で行ってください。

機器温度、ならびに周囲温度が高いと、内部の温度監視回路が作動して充電が中断し、バ

ッテリー充電の妨げになるほか、本体およびバッテリー寿命の低下の原因になります。 

⑩ 本装置に無理な力を加えますと、破損や入水事故の原因となります。 

特にカメラヘッドは堅牢な作りになっておりますが、内部を構成する電子部品は特別な耐

衝撃性はありませんので、カメラヘッドを地面や壁にぶつけないようご注意ください。 

⑪ カメラヘッドに、トルエン・シンナー・または界面活性剤入りの洗剤などが付着しないよ

うご注意ください。ヘッド部の樹脂(ポリカーボネイト)が劣化し、強度・剛性が著しく低

下し、破損、入水の原因になります。 

また、変質や劣化防止のため本体・ACアダプタについても同様にご注意ください。 

⑫ カメラケーブルには、パイプへの押し込み性向上のためＦＲＰロッドが挿入されていま

す。作業の際には乱暴に扱わず、出来るだけゆっくりとケーブルの送り、巻き取りを行っ

てください。乱暴に扱いますとケーブル内のＦＲＰロッドが折れ、ケーブルが損傷するこ

とがあります。 
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ＧラインスコープＧＬＳ１６１６使用上のご注意 
 

警　告  
⑬ 本機のケーブルドラム部およびＡＣアダプタは防水構造ではありません。ケーブルドラム

本体は少量の水が真上からかかる程度の保護は講じてありますが、雨天時に野外に放置し

たり、大量の水しぶきがかかる場所などでの使用には対応しておりません。 

また、ＡＣアダプタへの水のかかりには、十分ご注意下さい。 

お使いの際には、天候、周囲条件に十分ご注意ください。 

⑭ 本機はバッテリーを搭載可能ですが、指定のバッテリー以外は使用しないでください。ま

たバッテリーの取扱いおよび廃棄については、バッテリーの取扱説明書に従ってくださ

い。 

⑮ バッテリー駆動で本装置を使用する場合、バッテリーの残量にご注意ください。 

バッテリーが無くなると電源が自動的にＯＦＦされます。 

⑯ カメラヘッドは使用中高温になることがあります。 

ご使用の際には手袋をはめるなど取扱にはご注意ください。 

⑰ 本機はバッテリー充電の予備動作としてバッテリーに残ったエネルギーを放電します。こ

のとき本体底面の側板が発熱しますので、素手で触れないようご注意ください。 

⑱  
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保証・用途・免責 
 

保証について 

 本機の保証期間は、ご購入後１２ヶ月です。 
 設計、製造上の原因による（使用者に起因しない）不具合が生じた場合、保証期間内は弊
社にて無償修理、またはサービスパーツを無償供給いたします。なお、使用者の過失や天

災等の設計・製造に起因しない故障・不具合については上記保証期間内であっても有償修

理となります。 

 メンテナンス、修理等の現地作業につきましては、お客様との打ち合わせにより日程、手
順、方法等を決定して対応します。 

 

用途について 

● 次に示すような条件や環境で使用する場合は、安全対策へのご配慮を戴くとともに、弊社

にご連絡くださるようお願い致します。 

   1．明記されている仕様以外の条件や環境での使用。 

   2．人や財産に大きな影響が予想され、特に安全が要求される用途への使用。 

●本機は、使用される条件が多様なため、その装置･機器ヘの適合性の決定は装置･機器の設

計者または仕様を決定する人が、必要に応じて分析やテストを行ってから決定してくだ

さい。この装置･機器の、性能･安全性は、装置･機器への適合性を決定されたお客様にお

いて保証して下さい。 

● 本機は、人の生命に直接関わる装置(*1)や人の安全に関与し公共の機能維持に重大な影響

を及ぼす装置(*2)などの制御に使用するよう設計・製造されたものではないため、それら

の用途に使用しないでください。 

(*1)：人の生命に直接関わる装置とは、次のものをさします。 

・生命維持装置や手術室用機器などの医療機器 

・有毒ガスなどの排ガス、排煙装置 

・消防法、建築基準法などの各種法令により設置が義務づけられている装置 

・上記に準ずる装置 

(*2)：人の安全に関与し公共の機能維持に重大な影響を及ぼす装置とは、次のものをさし

ます。 

・航空、鉄道、道路、海運などの交通管制装置 

・原子力発電所などの装置 

・上記に準ずる装置 

  

免責事項について 

● 火災、地震、第三者による行為、その他の事故、使用者の故意または過失、誤用、その他

異常な条件下での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責任を負いません。 

● 本機の使用又は使用不能から生ずる付随的な損害（事業利益の損失、事業の中断）に関し

て、弊社は一切責任を負いません。 

● 取扱説明書で説明された以外の使い方により生じた損害に関して、弊社は一切責任を負い

ません。 

● 接続機器との組合せによる誤動作などから生じた損害に関して、弊社は一切責任を負いま

せん。 

● お客様ご自身が修理・改造を行った場合に生じた損害に関して、弊社は一切責任を負いま

せん。 

● 製品に関し、いかなる場合も当社の費用負担は本機の個品価格以内とします。 
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各部の名称・標準付属品  
 

■各部の名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１：本体各部名称 

■標準付属品 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※上記付属品のほか、本クイックマニュアルと取扱説明書が同梱されています。 
図２：標準付属品 

カメラケーブル 

電源スイッチ 

 

スタンド 

バッテリーソケット

映像出力

映像入力

DC18V IN

ケーブルドラム 

液晶モニタ 

カメラヘッド 

操作部 

ケーブルストッパ 

充電モードスイッチ 

電源ランプ 

BAT ランプ 

エラーランプ 

充電モード動作中

ハンドル 

充電中ランプ 

上面側

底面側 

操作部詳細 

フォーカス調整用工具

ＡＣアダプタ 
電源ケーブル 

収納ケース 
お客様カード

お客様カード 
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標準仕様(ＧＬＳ１６１６) 
 

項目 仕様 

●用途 ・各種配管点検検査・構造物点検検査・空調ダクト、給排気筒内点検検査 

●カメラヘッド  

適用管径 φ２０ｍｍ～φ７５ｍｍ 

曲管通過能力       ９０°エルボ１ヶ所程度 

（別売φ２５mm管用スキッド使用時 ただし管内の状況により異なる） 

外形寸法 φ１６ｍｍ ヘッド部長 約１３０ｍｍ 

防 水 構 造       水中形防水構造ＩＰ６８水深１０ｍ（カメラ部・カメラケーブルのみ） 

照明 超小型 高輝度白色ＬＥＤ ８灯 

●カメラケーブル  

ケーブル径及び長さ φ６．１ｍｍ×１６ｍ 

外被 ＥＴＦＥ（水色） 

弾 性 体       φ２．０ｍｍＦＲＰ（繊維強化プラスチック） 

最小曲げ半径 Ｒ７０ｍｍ（常温にて） 

●レンズ  

レ ン ズ       Ｆ２．８８ ｆ＝２ｍｍ 

（焦点調整範囲：１０ｍｍ～∞・レンズ回転による） 

画角 約１２０°（対角） 

●ケーブルドラム部 非防水仕様 

コネクタ・端子 ＤＣ１８Ｖ ＩＮ ／映像出力／映像入力 

外 形 寸 法       ３５０（Ｗ）×３５０（Ｄ）×１２８（Ｈ）ｍｍ 

質量 約３ｋｇ （バッテリー非搭載時） 

●LCD モニタ ５．６型 ＴＦＴカラー液晶モニタ 

●カメラ部  

Ｔ Ｖ 方 式       ＮＴＳＣ方式準拠 

撮 像 素 子       ３０万画素 １／４型ＣＭＯＳセンサー 

映 像 出 力       ＶＢＳ：１．０Ｖ(p-p) ／７５Ω 

最低被写体照度 １０ｌｘ以下（Ｆ２．８８，５０００Ｋ） 

Ｓ Ｎ 比       ４０ｄＢ以上 

ホワイトバランス ＡＵＴＯ固定 

Ａ Ｇ Ｃ       ＡＵＴＯ固定 

●適合バッテリー レッキス工業製 ９．６Ｖ／２Ａｈ ニッカドバッテリー 

●バッテリー駆動  

使用可能時間 約２時間 

残量表示 緑－黄－橙のランプ色変化による 

●バッテリー充電  

充電電流 急速充電時 約２Ａ 

充電完了時間 放電状態のバッテリーにて約１．３時間 

充電表示 充電モード動作中ランプ 充電中ランプ エラーランプの３種 

●総合  

電源入力 ＤＣ１８Ｖ±１０％ 

消費電流１ 約０．１Ａ （ＤＣ１８Ｖ スタンバイ時） 

消費電流２ 約０．３８Ａ （ＤＣ１８Ｖ 通常時） 

消費電流３ ２．０A  （ＤＣ１８Ｖ 充電時最大値） 

消費電流４ １．６５Ａ （ＤＣ１８Ｖ スタンバイ時の充電最大値） 

ＥＭＣ ＣＥマーキング相当 

●動 作 環 境        

性能保証 温 度 ０℃～＋４０℃ （充電機能は５℃～３０℃） 

 湿 度 １０～９０％Ｒｈ（ケーブルドラム部/非結露） 

動作保証 温 度 －１０℃～＋４５℃ （充電機能は５℃～３０℃） 

 湿 度 １０～９０％Ｒｈ（ケーブルドラム部/非結露） 



 - 8 -  

標準仕様(ＧＬＳ１６１６) 
 

項目 仕様 

●電源入力 付属ＡＣアダプタ・電源ケーブル使用時 

入力電源範囲 ＡＣ１００Ｖ±１０％（５０／６０Ｈｚ） 

消費電流 最大１．２５Ａ （ＡＣ１００Ｖ入力 充電／カメラ動作時） 

●ＡＣアダプタ仕様 非防水仕様 

入力 ＡＣ９０Ｖ～２６４Ｖ 

出力 ＤＣ１８Ｖ ±５％ 

絶縁抵抗 ５０ＭΩ 

耐電圧 １５００Ｖ/1分間 

動作環境 ＧＬＳ１６１６本体に準ずる 

外形寸法 ５２mm×１１８mm×３４．５mm   ＤＣケーブル長 １．２ｍ 

質量 ３０５ｇ 

適合規格 PSE/UL/GS-TUV/他 

付属ケーブル長 AC 入力用電源ケーブル：約 1.5m 付属 （AC100V 専用） 
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作業準備 
 

■本体の運搬・設置 
 

１．収納ケースからの取り出し（図３） 
・収納ケースを開け、ハンドルを持ってＧラインスコープ本

体を取り出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．運搬（図４） 
・運搬の際は、カメラヘッドをドラム内に収納し、ハンドル

を持って運んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．設置（図５） 
・スタンドを立て、平らな床や地面においてください。落下

防止のため、机等の台の上には設置しないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警　告  

・ 運搬の際は機器の落下に注意してください。ケガや機体の損傷の原因となります。 

・ 運搬の際には、必ずハンドル部分をお持ち下さい。 

・ 設置は平坦で安定した場所に行ってください。傾いた場所に設置すると作業中に転倒し、故障やケガの

原因となります。 

・ ケーブルドラム本体・ＡＣアダプタは水やホコリ、汚れに強くありませんので、設置場所が濡れていた

り、ホコリが多い場所には設置しないで下さい。感電、漏電事故の原因となります。 

特にＡＣアダプタは内部に危険電圧が存在しますので、水濡れの懸念がある場合などは使用しないでく

ださい。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 取り出し

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４：運搬

収納ケース 

ハンドル 

ハンドル 

スタンド 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５：設置
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作業手順 
 

■電源への接続（図６） 
電源への接続にはＡＣアダプタをご使用ください。 

 

１．Ｇラインスコープ本体のＤＣ１８Ｖ ＩＮ端子にＡＣアダ

プタを接続してください。 

２．電源コードをＡＣアダプタに接続します。 

３．ＡＣコンセント(AC100V)に電源ケーブルを接続してくだ

さい。 

４．本体の○電源ランプが橙色に点灯することを確認してくだ

さい。 

 

 

 

■操作方法 
作業準備ができましたら、次は本機を使うための準備を行いま

す。 

 

１．電源スイッチを ONする。（図７） 
・○電源ランプが緑色に点灯し、液晶モニタ画面にカメラ画像

が表示されます。 

 

 

 

 

２．カメラヘッドの取り出し（図８） 
・ドラム内からカメラヘッドをゆっくりと取り出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．被検査パイプへ挿入する（図９） 
・ゆっくりとケーブルを出しながら、カメラヘッドを検査する

パイプに挿入していきます。 

 

※ケーブルを早く引き出したり、無理に強い力で引っ張ったり

すると破損の原因になります。 

ケーブルを出すときは、ドラム内側にあるケーブルストッパ

にケーブルが引っかかるようにし、ひと巻きずつ出すように

します。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６：電源接続

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９：パイプ挿入

電源ケーブル 

ＡＣアダプタ 

ＤＣ18Ｖ ＩＮ端子 

ＡＣ１００Ｖに接続 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７：電源 ON

電源スイッチ 電源ランプ 

   家庭用電源１００Ｖ専用

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８：カメラヘッド取り出し

ドラムから取り出す

ケーブルストッパ 
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作業手順 
 

※曲管を通過させときは（図１０） 
パイプの曲部（エルボなど）を通過させるときに、カメラヘ

ッドは引っかかった場合には、無理に押したり引いたりせず、

ケーブルをねじりながら徐々に押すようにしてください。 

 

※無理な力を加えると、ケーブル接合部などが破損する場合

があります。 

 

 

 

 

 

４．被検査パイプ内部の状況観測（図１１） 
・モニタの映像を見ながらカメラヘッドを送っていき、内部の

観察をしてください。 

カメラヘッドの向きによって、映像の向きも変わります。 

（カメラが逆さまになると、映像も逆さまになります） 

 

 

 

 

 

 

５．ケーブルを戻す（図１２） 
1.ケーブルを戻す際は、ゆっくりと戻してください。 

戻す際にウエスなどを持ち、ケーブルに付着した水分、汚

れを拭き取りながら戻してください。 

2.カメラヘッドをドラム内に収納してください。 

 

 

 

 

 

６．作業終了 
1.電源スイッチを押し、電源を OFF します。 

2.ＡＣアダプタをＡＣコンセントおよび本体から取り外しま

す。 

※ＡＣアダプタのＤＣプラグにはロック機構があり、コー

ドのみを引っ張ると破損のおそれがあります。プラグ部を

しっかり持って抜いてください。 

3.バッテリーを装着しているときはバッテリーを外します。 

4.付着した汚れや水分を取り除きます。 

5.収納ケースに本体とＡＣアダプタを収納します。 

 ※Ｐ１８ 「日常のお手入れ」もご確認ください。 

 

７．収納・保管 

・直射日光の当たらない冷暗所に収納・保管ください。 

 

 
警　告  

保管は子供の手の届かないところで行ってください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１１：内部状況

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２：ケーブル戻し

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０：引っかかった場合
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作業手順 
 

■ピントが合わないときは（図１３） 
フォーカス調整用工具を使用して調整してください。 

 

・出荷時はレンズから２５ｍｍの距離の被写体にピントが合うよ

う調整されています。 

ピントをより遠くに調整したい場合など、右図のようにフォー

カス調整用工具をレンズの溝に差し込んで回します。 

（時計方向：遠  反時計方向：近） 

ピントの調整範囲は遠から近のピントが合う範囲で、おおむね

レンズ一回転分です。 

 

※ピントを調整するとき、反時計方向（左方向）に回しすぎる

と、カメラヘッドからレンズが脱落することがあります。 

※レンズが一度脱落すると、レンズやＯリング・センサーにゴ

ミが付着し、画像上にゴミが見えたり、防水性が損なわれる

場合がありますので注意してください。 

 

■バッテリーの使用 
本機は弊社製電動工具用の９．６Ｖ／２Ａｈ ＤＣバッテリーで

動作させることができます。 

ＡＣコンセントのない作業環境でも使用できます。 

 

１．バッテリーの取付け（図１４） 
・本体底面 スタンドの裏にあるバッテリーソケットに充電済み

バッテリーを取り付けて使用できます。 

（指定のバッテリーを使用してください） 

 

 

 

 

 

２．バッテリー残量表示（図１５） 
・通常バッテリー満充電状態で２時間程度の使用が可能です。 

バッテリーが満充電の状態で[BAT]表示が緑に、残量が残り少

なくなると黄色になります。[BAT]表示が黄色になったら満充

電のバッテリーに交換するか、作業を早めに終了します。 

 

※黄色に変わってからの作業可能時間は１５分以内を目安と

してください。 

※バッテリーが切れたとき 

バッテリーが切れると、［BAT］ランプが橙になり、電源が強

制的にＯＦＦされます。 

この動作はバッテリーおよび内部回路保護のために実施され

ます。一度電源がＯＦＦになったのち時間をおいて［ＢＡＴ］

ランプが黄色に戻ることがありますが、バッテリーの内部動

作により電圧が一時的に回復する現象で、使用可能を示すも

のではありません。この状態で電源を再度 ONしてもすぐに

バッテリー残量がなくなり電源が切れます。 

 

 

バッテリー 

ソケット

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１３：ピント調整

フォーカス調整工具 

(付属品) 

レンズ 

右方向：遠 

左方向：近 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１４：バッテリーの取付け

 
 

 

 

 

 

 

 

 

図１５：バッテリー表示

バッテリー 

バッテリー表示 
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充電 
 

■バッテリーの充電 
・バッテリー専用の充電器が手元にない場合など、本機を使用し

てバッテリー充電が可能です。 

※充電機能は高温時には使用しないでください。 

  

 

１．バッテリーの取付け（図１４） 
・ＡＣアダプタを接続し、バッテリーを挿入します。 

 

２．充電開始（図１６） 
・充電モードを押す・・・充電モード動作中ランプが緑に点灯し

ます。 

 

 

※バッテリー放電時の発熱（図１７） 

本機はバッテリー充電の前動作として、一度バッテリーを放電

させます。これはバッテリーの充電によるメモリー効果と呼ば

れる不具合を防止するために実施されます。 

放電動作中は本機底面が熱くなりますので、取扱には十分注意

してください。 

[BAT]表示が緑状態の場合、放電時間が長くなるため発熱も大

きくなります。できるだけ[BAT]表示が黄色もしくは赤の状態

でバッテリー充電を開始してください。 

 

 

３．充電動作（図１８） 

・バッテリーの状態確認後、充電開始・・・充電中ランプが橙

色に点灯します。 

充電中ランプが点灯するまでの時間や、充電中の状態は、バ

ッテリー残量、温度等で変化します。 

空のバッテリーの場合、おおむね１時間１５分程度の充電時

間を要します。 

※気温が高い場合や直射日光を受ける場所などで充電を開始

すると、バッテリーおよび回路保護のため、内部の温度セン

サーが働き充電を中断することがあります。 

（充電中ランプが早い時間で消える）この場合は涼しい場所

に本機を移動してから再度充電を行ってください。 

※充電開始後１時間以内に充電中ランプが消えている場合には、

充電終了ではなく中断と判断してください。この場合内部温

度がある程度下がると再度充電を開始しますが、カメラ電源

が入っている状態での充電時は、液晶モニタの発熱などで内

部温度が下がりにくくなります。 

充電が中断した場合には、カメラ電源を切って放置してくだ

さい。 

※バッテリーの充電動作には放電動作を伴います。バッテリー

残量が多く残っていると放電動作時間が長くなりますので、

充電終了時間が遅くなります。 

（放電動作は内部放電用負荷＋カメラ駆動で行われます。カ

メラをＯＦＦした場合、放電時間がおおむね２倍かかります

のでご注意ください） 

 

４．充電終了後［充電中］ランプが消えます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１６：バッテリー充電

充電モードスイッチ 

を押す 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１７：放電時の発熱

放電時発熱箇所 

充電モード動作中

ランプ点灯

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１８：充電表示

充電中ランプ点灯
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充電 
 

参考 充電動作フロー（図１９） 
右図は充電モードスイッチを操作した後のフロー概要を示した

ものです。 

・ バッテリーソケットにバッテリーを挿入した状態で操作し

てください。 

・ 充電モードスイッチ操作後本機は充電モードに入り、動作中

ランプが点灯します。このとき、ＢＡＴ表示（バッテリー電

圧）が橙（要充電レベル）にすでになっている場合には、即

充電動作を開始し、逆に BAT 表示が黄色または緑色の場合

には、充電動作には入らずバッテリー内のエネルギーを放電

し、充電可能なレベルまでバッテリー電圧が減少後充電を開

始します。 

・ 充電開始直後からバッテリー両端の電圧変動を検出・監視し

ます。ただし、その変動がない場合（＝バッテリー未挿入）

には「ＢＡＴ」ランプが橙点滅状態になります。 

・ 充電時、異常な温度上昇による中断や、仕様外の温度と判定

された場合のエラーがなければ充電が終了し、充電中ランプ

が消灯します。 

・ 動作中ランプは点灯したままですので、充電中ランプ消灯後

は充電モードを解除してください。 

 

※ 充電モード中は、いつでも充電モードスイッチによって充電

モードを解除できます。 

※ 充電を充電モード解除によって途中で中断した場合、再度充

電する時には放電動作を伴うものになります。 

※ 充電が内部温度の上昇により中断した場合には、内部温度が

低下すれば充電が再開します。ただし、周囲温度が高い場合

やカメラ電源を入れたままの状態ですと内部温度の低下が

小さく、充電を再開しない場合があります。 

※ エラーが表示される場合には、その周囲温度が充電に適さな

い場合、もしくはバッテリー自身に異常がある場合です。 

周囲環境およびバッテリーをご確認ください。 

 

充電モード
SW操作

バッテリー
状態

橙

黄
緑

充電開始
充電中点灯

充電継続
（高温時中断）

充電モード
動作中点灯

バッテリー
電圧上昇

BAT点滅
バッテリーなし

正常

なし

放電動作
（高温時停止）

電圧上昇率
温度上昇確認
温度確認

充電モード
終了

充電中消灯

正常

異常

エラーモード

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１９：充電フロー
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映像の記録・保管について 
 

■映像の記録・保管について（図２０） 
Ｇラインスコープには映像出力端子および映像入力端子が装備

されています。 

他の機器と接続することで映像を録画するなど、様々な用途にお

使い頂けます。 

 

 

 

 

 

・映像を別のモニタで見る（図２１） 

映像出力端子に市販の映像ケーブルを接続する。 

映像を映したいモニタの映像入力端子に映像ケーブルを接続

する。 

モニタの設定（外部入力切り替えなど）を行う 

必要なもの  映像ケーブル 

モニタ（アナログ映像入力端子付き） 

 

 

・録画した映像から写真を作成する（パソコンに記録する） 

（図２２） 

映像出力端子に市販の映像ケーブルを接続する 

市販のＵＳＢビデオキャプチャなどの映像入力端子に映像ケ

ーブルを接続する 

ＵＳＢキャプチャから録画したいパソコンへの接続を行う 

パソコンの操作により録画する 

パソコンに取り込んだ映像から写真を作成する 

必要なもの  映像ケーブル 

       ＵＳＢキャプチャ＋動画再生ソフト（※） 

       パソコン（ＵＳＢ端子付き） 

 

※ＵＳＢキャプチャ 動画再生ソフトはパソコン関連商品取扱店

でお買い求めください。 

お買い求めの際にはお手持ちのパソコンに対応するものを店

頭でご確認ください。 

 

・映像をデジタル画像録画機に記録し、パソコンで編集する 

（図２３） 

映像出力端子に市販の映像ケーブルを接続する 

市販のデジタル画像録画機の映像入力端子に映像ケーブルを

接続する（※） 

デジタル画像録画機を操作し、画像を記録する 

デジタル画像録画機のデータ記録媒体（ＳＤカード等）から

パソコンへデータを移動する 

パソコンに取り込んだデータを編集する 

必要なもの 映像ケーブル（デジタル画像録画機専用のもの

もありますのでご注意ください） 

      デジタル画像録画機 

      データ保存媒体（メモリーカード） 

      パソコン 

      画像再生ソフト＋編集ソフト 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２３：画像記録器接続図

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２０：端子

映像出力端子 

映像入力端子 

 
 

 

 

 

 

 

 

図２１：モニタ接続

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２２：USB キャプチャ接続
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映像の記録・保管について 
 

デジタル画像録画機は記録可能な映像信号、記録方式、記録媒体

などをご確認の上ご選定ください。 

ご自分のパソコンで画像再生・編集可能なソフトウエアなどはデ

ジタル画像録画機のご購入の際に、ご確認ください。 

 

・外部映像を本機の液晶モニタに表示する（図２４） 

（デジタル画像録画機などに保存された映像確認する場合） 

映像入力端子 市販の映像ケーブルを接続する 

市販のデジタル画像録画機の映像出力に映像ケーブルを接続

する。 

デジタル画像録画機を操作し、画像を再生する 

本機映像入力端子の抜き差しによって、カメラ映像と外部映

像を切り替え、比較ができます。 

必要なもの 映像ケーブル 

  外部映像出力機器（デジタル画像録画装置など） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２４：映像入力図
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日常の点検・手入れ 
 

  

■全体の点検・清掃 
・各部に大きなキズ・ヒビなどがないことを確認してください。  

・可動部の動き、変形の有無などを確認します。                             

・全体の汚れは柔らかいウエス等でふき取り、汚れが多いときは柔らかいウエスを水に浸し固く絞ってから

拭いてください。 

・使用後は本体をきれいに清掃し、キャリングポーチに収納して保管してください。 

 

※清掃の際にはシンナーなどの有機溶剤は使用しないでください。故障の原因となります。 

 

 

 
 
 

注　意  

・ 点検・手入れをする時には、ＡＣアダプタをコンセントから抜いた状態・バッテリーを外した状態で行

って下さい。接続したままですと、不意の作動によるけがの原因になります。 

・ 点検・手入れの際に異常が発見されたら、「トラブルシューティング」の項目に症状を照らし合わせ、

該当する指示に従って下さい。そのまま使用されますと、発熱、発煙、発火の恐れがあり、事故やけが

の原因となります。 

注　意  
・ 水拭きをしている際に、水滴が内部に侵入してしまった場合には、暖かい場所に１時間以上放置して乾

燥させてください。感電事故・故障の原因になります。特に液晶モニタ内には高電圧箇所がありますの

で、水の侵入には十分お気をつけください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２５：本体全景

②カメラケーブル 

④液晶モニタ・操作部 

③カメラヘッド 
⑤バッテリーソケット 

⑥ACアダプタ 

⑦端子類 ①ドラム 
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日常の点検・手入れ 
 

■各部の点検・清掃 
 

 
・各部ねじのゆるみ等ないことを確認してください。 

・可動部（スタンド）はスムーズに動くことを確認してください。 

 

 
・破れ、大きなキズなどがないことを確認してください。 

 

 
・レンズやカバーにヒビ割れ、大きなキズなどがないことを確認してください。 

・内部に水が侵入していないか確認してください。 

・レンズに汚れが付着していないか確認してください。 

 

 
・鮮明な画像をより長期間表示するため、液晶画面の清掃の際には必ず柔らかい布を使用して汚れなどを

ふき取ってください。表面がざらついた布などで拭くと、液晶モニタ保護用アクリル板に傷が付き、映

像が観測しにくくなります。 

また、落ちにくい汚れが付着した場合にはシンナー等の溶剤は使用せず、水で薄めた中性洗剤などを柔

らかい布にしみこませて、取れにくい汚れの部分のみを拭き取ってください。 

・操作部も汚れているときには柔らかい布で汚れを拭き取ってください。 

 

 
・ゴミや汚れ、内部に水が侵入していないか確認してください。 

 

 

 
・コードなどに破れ、キズなどがないことを確認してください。 

 

 
・端子類に汚れが付着しますと端子接触部の導電性が低下し思わぬ事故に繋がる可能性がありますので、

水や汚れが付着した場合には速やかに乾いた布で拭き取り、乾燥させてください。 

 

 

⑦端子類 

⑥ＡＣアダプタ 

⑤バッテリーソケット 

④液晶モニタ・操作部 

③カメラヘッド 

②カメラケーブル 

①ドラム 

●ケーブルドラム、ケーブル、カメラヘッドの汚れは 
・カメラヘッドおよびカメラケーブルは、検査作業中に水滴や汚れが付着します。本体・ドラム内が著

しく汚れていたり、ぬれている場合には一度ケーブルをすべて出し、ドラム内をきれいに清掃したの

ち、カメラケーブルの汚れをきれいにしながらドラムにケーブルを収納してください。 

●電源を入れた状態での確認 
上記点検が終わったら、ＡＣアダプタを接続して電源を ONし、以下の点検を実施してください。 

（異常が発見された場合には、Ｐ１９を参照し、修理を依頼してください。） 

カメラヘッド：LED が点灯している。 

表示ランプ類：使用しているモードどおりの表示になっている 

液晶モニタ：色、コントラストに異常がないこと 
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トラブルシューティング 
 

 

「作業準備」および「作業手順」の項にしたがって接続、使用した際に異常が見つかった場合や、明らかに

故障と考えられる場合には使用せずに、直ちにお買い求めの販売店または弊社営業所に修理を依頼してくだ

さい。 

明らかな故障と考えられない場合は下記「異常の見分け方と対処方法」にしたがって異常状態の対処をして

下さい。それでも正常状態にならない場合は使用しないで、お買い求めの販売店または弊社営業所にお問い合

わせ下さい。 

付属品は消耗品で修理は出来ません。故障した場合は、お買い求めの販売店または弊社営業所に連絡してご購

入下さい。 

 

異常の見分け方と対処方法 

症状 原因 対策 

外部機器の調整不良 外部機器を適切に調整してください 

被写体との距離が遠い カメラを被写体に近づけてください 

画像が暗い 

ＬＥＤが切れている 

(点灯しない) 

修理をご依頼ください 

電源がオンになっていない 電源スイッチを押してください 

電源が入っていない 

(ＡＣアダプタが接続されていない) 

ＡＣアダプタを接続し、電源を ONします 

電源が入っていない 

(バッテリーが装着されていない) 

充電状態のバッテリーを装着し電源を ON しま

す 

外部機器の設定不良 

(モニタなどの接続の場合) 

外部機器の設定を確認してください 

画像が見えない 

（映らない） 

映像入力に映像ケーブルが接続され

ている 

映像入力端子から映像ケーブルを抜いてくだ

さい 

電源が入っていない 

(ＡＣアダプタが接続されていない) 

ＡＣアダプタを接続し、電源を ONします 電源ランプが点

灯しない 

電源が入っていない 

(バッテリーが装着されていない) 

充電状態のバッテリーを装着し電源を ON しま

す 

画像のピントが

合わない 

レンズフォーカスがずれている ピントを調整してください 

バッテリー残量不足 充電済みバッテリーに取り替えるかバッテリ

ーを充電します 

バッテリーが取り付いていない 充電済みバッテリーを取り付けてください 

バッテリーで動

作できない 

バッテリー不良 新品のバッテリーをご用意ください 

バッテリーが取り付いていない 充電済みバッテリーを取り付けてください 

放電モードになっている バッテリー放電後充電を開始します 

バッテリー充電

ができない 

内部温度が高い 

（暑い場所で使用している） 

本機をさました後充電を行ってください 

 

警　告  
・ 該当する項目や指示がない場合は、ご自分で分解したり修理したりしないでください。 

・ 該当する項目や指示がない場合、あるいは「修理、サービスを依頼してください」の指示がある場合に

は、必ずお買い求めの販売店、または弊社営業所にご連絡ください。 

・ 修理の技術や知識がない方が修理すると、十分な性能を発揮できなくなるばかりでなく、事故やケガの

原因になることがあります。製品に異常が生じた場合には、次の点をお調べの上お買い求めの販売店、

または弊社営業所にご連絡ください。 
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修理をご依頼のときは 
 

本機は、専用の測定器類を用いて製造・調整されています。もし正常に動作しなくなった場合には、決して

自分で修理せず、下記へ修理をご依頼ください。 

 

最寄りの  レッキス製品取扱店 

   レッキス工業営業所（裏表紙参照） 

 

保証期間内の故障は、無償修理致します。なお、作業中の摩耗が激しいＬＥＤカバーおよびカメラケーブル

などにつきましては消耗品として取り扱わせて頂いている関係上、保証期間内であっても交換は有償となり

ますのでご了承ください。 

その他部品ご入り用の場合、あるいは取扱で不明な点がありましたら遠慮なくお問い合わせください。 

●本機の消耗品 （使用により消耗する部品） 

 ＬＥＤカバー／カメラケーブル／レンズ／カメラヘッドケース （バッテリーも消耗品に該当します） 

●本機の寿命部品 （使用時間によって寿命がある程度決定している部品） 

液晶モニタのバックライト （画面の明るさが新品時に比べ５０％程度に低下すると交換時期です） 

 

 

メンテナンス部品の保証期

間について 

本製品のメンテナンス部品の供給は、製造停止後７年といたします。ただし

電子部品は５年といたします。 
 

 

 

 

オプションについて 
 

Ｇラインスコープには、以下のオプションがあります。用途、使用目的に合わせてご購入ください。 

 

バッテリー駆動用オプション 

 

●ＤＣバッテリー ［品番：４２４９５５］ 

・電源のない場所でＧラインスコープを使用するためのバッテリー（専用） 

 

使用済みのバッテリーは、弊社営業所への回収にご協力をお願いします 

 

●ＤＣバッテリー専用充電器 [品番：４４０３６４] 

 

 

その他 

 

● ＧＬＳ１６１６ アダプタ２５用 ［品番：４４０３７０］ 
・φ２５ｍｍ／φ３０ｍｍなど小径管のエルボ通過を伴う時に使用するスキッド

注　意  
当社が認めた人以外の人による修理で発生した人身事故、または機器の破損について責任は負いません。

有害物質または放射線などに汚染された機器の修理は行いませんので、ご容赦ください。 
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